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ランドの地萱調査新の Wi腱 竃|どと共に世扉でも

五韻

`黎

えられ1畿 ある。量励繭 薔tヽて

口本の観測隊が礫取した多量の陽石の分析嬌極却

研究所から依頼さ|れて行って1ヽ る。原村氏は困難‐

彎分師豫好まれ,障石1の分析な.さには侍にファイ

ト榊 されるようである9

8辮 代艤1嚇 帥 泌って薄暗く,

1原精氏はそ|こ
―
で孤独に燃々と|し て

―
瘍 |け られ

ていた錢13尋磐に移ってから唸IB酷ゅ本部庁舎

oすぐ向かむの明るし醜 で。

―

人‐

轟 挑靴 り,議だ輻 られた|り し,mを 行っ

てにられた。昭和場年11月 |か ら舞 のむ月までは,

‐
アフ系力大学から抵磨されて岩石の分析卿 ●

た。伺,たところによる.と ,同氏は家|きに強は

も1で,摂氏奪〒錮―動慶②叫 を偶然(?)と し

て歩いておられ劇¨ たとめこ―とである。

原紺えば山赫好きで,今も時々 置をみて嗜雌参

き聯 け
‐でおられるo先日.地理学敷峰のリタ

レ‐ションで撮配に輸 りには若ぃ瑾  [に基

れをとらなかったそうである。娃欝観察蒟確試で山|

歩きをい に業しまれるζとを心か:動願ぅている。

今後も爾極障君の分析薔続減られる.とのこ|と なの

で:山歩きばか,bきれるわけには,行かないであろ|

謬 、今までよりは酸やアルカリぬ臭わなヽ 1空気

をも1っ と顔われ鉾 くっていただ:き たいと

思う吹壌である.。 今後もど'うぞお元気で。
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